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NPO法人リトカルについて



NPO法人リトカルの名前の由来

マテバシイ＝Lithocarpus edulis
固い実



活動のきっかけ

2004年頃
当時3歳だった娘に「この木なあに？」と聞かれ、
身近な木のことをあまり知らない事に気づいた。

公園の木に「樹名板」をつけて、誰でも名前がわかるようにできないか。

名前だけでなく、「樹名板」から木の情報も見ることができないか。

まわりの人に相談

2004年海浜公園にて撮影

公園の木に愛着がわくように手作りの「樹名板」はできないか。



幕張海浜公園
樹名板作りプロジェクト開始

2005年10月~
活動実績
〇幕張海浜公園を四分割し、毎年100枚ずつ樹名板を作成して設置。
〇参加者は公募。（毎年50名近くの参加）
〇樹名板は４年ごとに付け替えて、16年間継続中。

樹名板作りプロジェクト
イメージキャラクター
「もくもく君」

都市部でも自然に触れあいたい親子が多い

2011年から幕張海浜公園で自然観察会を開催

活動をしている中で



NPO法人リトカル設立へ

2019年10月7日

もっと、多くの人に「木（自然）と人の出会い」を作るため

はなもく散歩
イメージキャラクター
「はなもくちゃん」

樹名板作りプロジェクト
イメージキャラクター
「もくもく君」



活動内容について



NPO法人リトカル実施概要
自然観察会やネイチャークラフトを開催

①樹名板取付（2020年6月）

②きのこ観察会（2020年9月）

③秋の観察会（2020年10月）

④ リース作り（2020年12月）

⑤樹名板作り（2021年3月）



助成金利用実績
観察会に必要な経費として利用

• 石井先生講師料 ：50,000円

• 自然観察会備品 ：5,890円

• パワーギガE（ハンズフリー）：44,110円

観察会や樹名板作りでも多用しています。



樹名板取付（2020年6月）

取付時に場所がわかりやすいようにマップも作成



きのこ観察会（2020年9月）
子どもたちも興味津々

大人は真剣



秋の観察会（2020年10月）

観察会の後半は、自分たちで見つけた木の実で図鑑づくり



リース作り（2020年12月）

全体の配色を考えたり、構成を考えたり、

思うがままに作ったり・・・個性的な作品が出来ます



樹名板作り（2021年3月）

大人も子供も集中して、あっという間の2時間



【今年度の活動を通して】
• 自然観察会を開催するごとに、自然に興味を持ちリピーターも増
えている

• 他団体からも別の公園で同じようなことができないか検討中
• アプリを利用して、自然に触れ合うことで自然学習を体験できる
機会を増やしていきたい

• 地域で活動を周知していくように努めたい

まとめ
事業名：都市公園等を活用した自然環境学習の活性化



ご清聴ありがとうございました



NPO法人リトカル活動①
樹木の名札を通して

樹木と親しむ道をつなげる。



樹名板につけたQRコードを活用して、「人」と「木」の出会いを
作り出すWebアプリを作成し全国に展開中。

③木の自己紹介が見られる。
（音声付き）
④木のクイズ・写真投稿が
できる。

⑥木がある緑地の情報と、
その緑地で見られる
木を含む生き物の情報を
見ることができる。

⑤地図上で自分と友達に
なった木や、まだ訪問
していない木の位置が
確認できる。

②QRコードを読み木と友だちになれる。

さらに

⑦樹木帳（スタンプ帳）、ポイントシート
など集める楽しみの機能もある。

①

2021年2月から公開体験型Webアプリ

ポイントシート

「散歩道」情報「散歩道マップ」
木の紹介「植物図鑑」はなもく散歩」トップ

「はなもく散歩」に参加して頂ける
緑地管理団体等と連携し木等の情報を登録 「散歩道」

利用者は…


